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第１ 第 11 次八戸市農業計画の概要について 

 

１ 策定の目的 

自らの発想と戦略による特色ある農業施策を推進し、より筋肉質な産業と

しての農業の振興と持続的発展を図るため。 

 

 

２ 計画の推進体制 

計画を着実に推進するため、毎年度、計画に記載している事業の実施状況を

市総合農政審議会において報告し、意見を聴取するとともに、経済社会情勢等

の変化を踏まえながら進行管理を図り、必要に応じて事業の見直しを行うこ

ととしている。 

 

 

３ 計画期間 

  平成 29 年４月～令和５年３月 

 

 

４ 地域区分 

  自然・立地条件、土地利用状況、 

営農形態等を考慮し、旧市町村区分に準拠して 

 11 地区（①市川、②下長、③上長、④豊崎、⑤館、 

⑥是川、⑦大館、⑧南浜・美保野、⑨旧市内、 

⑩島守、⑪中沢）に区分。 

 

 

５ 年間農業所得の目標及び農業経営の指標 

   活力に満ちたたくましい産業としての農業の振興と持続的発展を図るため、

将来とも農業で自立していこうとする農業経営体の平均農業所得を 130 万円

向上させ、530 万円とし、他産業従事者と遜色のない生涯所得を確保すること

を目的に施策の基本方向を定めます。 

 

(年間農業所得の目標) 

年間農業所得の平均/経営体※  

 

年間農業所得の目標/経営体 

400 万円 530 万円 

※年間農業所得の平均/経営体は市内認定農業者の年間農業所得の平均/経営体 

※目標の算出は八戸市農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想より 

① 

② 

 ③ 

⑦ 

⑧ 
⑨  ④ 

⑤ 

⑥ 

⑩ ⑪ 
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６ 目標達成のために講ずる施策の基本方向 

 

（１）魅力ある農業経営体の育成 

（２）地域特性を生かした八戸農業の推進 

（３）発信型農業の促進 

（４）他産業との連携による新たな価値の創出 

（５）持続的な農業生産環境の整備 

（６）八戸飼料穀物コンビナートや冷涼な気候を活かした畜産業の振興 

（７）森林環境の整備 

（８）地域資源を活用した可能性の追求 

 

 

７ 各地区の振興農畜産物 

（１）市川地区     水稲、小麦、大豆、いちご 

（２）下長地区     水稲、トマト、ねぎ 

（３）上長地区     水稲、ごぼう、ながいも、にんにく、ピーマン 

（４）豊崎地区     水稲、ピーマン、ごぼう、ながいも、にんにく 

（５）館地区      水稲、ミニトマト、スナップエンドウ、ねぎ、 

りんご、もも 

（６）是川地区     水稲、ねぎ、ながいも、トマト、トルコギキョウ 

（７）大館地区     水稲、花き、乳牛 

（８）南浜・美保野地区 アスパラガス、ごぼう、じゃがいも、スイートコーン、

にんじん、にんにく、ながいも、ねぎ、花き、養豚、

養鶏 

（９）旧市内      野菜、花き 

（10）島守地区     水稲、りんご、葉たばこ、肉用牛 

（11）中沢地区     ながいも、葉たばこ、ブルーベリー 
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第２ 令和４年度事業について 

 

 

１ 魅力ある農業経営体の育成 

 

（振興方策） 

 

(１)経営感覚に優れた多様な農業経営体の育成 

  地域農業の持続的な発展を図るためには、経営感覚に優れた多様な農業

経営体を育成することが重要であり、平成 22 年に「農業経営者の育成に関

する協定」を締結した八戸学院大学等と連携しながら、経営規模の拡大を目

指す農業経営体についても、経営規模は小さくても加工や販売による経営

の多角化を目指す農業経営体についても、それぞれの自主性を踏まえた経

営を支援します。 

  また、農業の労働力不足について、作業の支援を希望する農業経営者と定

年退職者等の農作業サポーターとのマッチングに関する課題を検討し、労

働力不足に資する制度の構築を図ります。 

  加えて、農業経営の安定を図るために創設される国の「収入保険制度」に

ついては、農業経営体のニーズに応じて加入を促進します。 

 

   ①地域農業の担い手の中心となる家族農業者の育成 

    地域農業の担い手の中心となる家族農業者について、国の農地中間管

理事業等の施策を最大限に活用した経営規模の拡大や経営の多角化等を

促進し、所得の増大を図るため、他の行政機関や農業関係団体、高等教育

機関等と連携し、融資、農地集積、補助事業の導入、栽培技術等に関する

支援を一体的に行います。 

 

   ②新規就農者の育成 

  新規就農者の育成を図るため、国の農業次世代人材投資資金制度等の

関連する施策を活用するとともに、経営から生産までの就農に関する一

体的な支援により、青年就農希望者及び農業者子弟の後継者の個々の意

向を汲んだ就農を促進します。 

  また、中高年就農希望者及び定年帰農者等についても、経営から生産ま

での就農に関する一体的な情報提供により、個々の意向を汲んだ就農を

促進します。 

  なお、リタイアする農業経営者の農地及び農業用機械等に関する情報

について、その収集方策と新規就農者とのマッチング方策を関係機関と

ともに検討します。 
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  ③農業による起業者の育成 

   市の様々な資源を利用した農業による起業者を育成するため、八戸学

院大学等と連携を図りながら、起業を支援します。 

 

④他産業からの新規参入の促進 

   地域雇用の創出に資するため、融資、補助事業、栽培技術等に関する情

報を一元的に提供し、関連する施策を一体的に行うことにより、様々な経

営資源を有する他産業からの新規参入を促進します。 

 

 (２)集落営農及び法人化の促進 

  地域の中核的な農業経営体を中心とし、地域を支える意欲的な兼業農業

者と一体となった集落営農を促進するため、地域の中核的な農業経営体、兼

業農業者、自給的農業者が、それぞれの経営志向に応じ、お互いの経営上の

メリットを享受できるような地域全体のニーズに応じた取組を支援します。 

  また、集落営農組織の法人化についても、ニーズに応じて促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 5 - 

 

（主な事業） 

                              単位：千円 

事業名 事業概要 決算額 

農業経営に関す

る情報の一元的

な提供 

融資、補助事業、栽培技術等の農業経営に関する

情報を農業経営振興センターにおいて一元的に

提供。 

 

事務事

業費で

対応 

「農業経営者の

育成に関する協

定」に基づく農業

者育成支援 

八戸学院大学と締結した「農業経営者の育成に

関する協定」に基づく農業経営者育成支援及び

新たな農業経営手法の研究。 

 

 

事務事

業費で

対応 

新規就農者等支

援体制の整備 

農業経営者子弟の後継者、中高年齢層・定年帰農

者及び農業による起業者の支援体制の整備。 

 

 

事務事

業費で

対応 

法人経営総合窓

口の設置 

他産業からの新規参入に対応する「法人経営総

合窓口」の設置。 

 

 

事務事

業費で

対応 

担い手育成総合

支援事業 

【担い手育成確保方策検討会】 

◇開催回数  １回 

◇出席人数  ９名 

【各種研修会の案内送付】 

◇実施回数  ３回 

◇対象人数 

・税制セミナー 112 名 

・令和４年度農業経営セミナー及び農業経営 

相談会 129 名 

【個別指導の実施】 

◇人数 認定農業者 18 名 

【農業経営改善計画の作成指導】 

◇実施年月日 令和４年４月～令和５年３月 

◇人数    12 名 

 

185 
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地域農業経営再

開復興支援事業 

【経営開始資金】 

◇対象者数：１経営体 

◇事 業 費：2,250 千円 

◇事業内容：経営初期段階の新規就農者に対し

て、最長３年間、年間最大 150 万円

を交付（令和４年度からの新規採

択者）。 

【農業次世代人材投資事業】 

◇対象者数：７経営体 

◇事 業 費：10,500 千円 

◇事業内容：経営初期段階の新規就農者に対し

て、最長 5 年間、年間最大 150 万

円を交付（令和３年度までの新規

採択者）。   

 

12,874 

 

農業近代化資金

利子補給補助金 

◇農業経営者の経営の近代化に必要な施設等の

整備及び運転資金に必要な融資機関が行う融

資に対する利子補給。 

◇利子補給率 0.7%以内 

◇事業実施希望者なし 

 

0 

農業経営基盤強

化資金利子補給

補助金 

◇農業経営基盤強化促進法に基づく認定農業者

の農業経営の改善に必要な融資機関が行う融

資に対する利子補給。 

◇利子補給率 0.8%以内 

◇件数 ２件 

 

10 
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２ 地域特性を生かした八戸農業の推進 

 

（振興方策） 

 

(１)地域特性を生かした農業生産の促進 

  当市の自然条件と生産地であり消費地でもあるという社会条件を生かし、

野菜生産を中心としながらも、市内の地域毎の自然・社会条件により、水稲、

果樹、花き、畑作物等の生産振興を図り、地域特性を生かした多彩な農業生

産を促進します。 

 

①水稲 

   食味・品質をより重視した米の安定的な生産を推進するため、立地・気

象条件に応じた生産を促進するとともに、農地の流動化や農作業受委託

による省力・低コスト生産体制の構築を図ります。 

   また、消費者の健康・安全志向等のニーズに対応するため、肥料や農薬

を低減した特別栽培米の生産等の売れる米作りを支援します。 

   加えて、国の米政策を利用した飼料用等の新規需要米の生産体制の構

築に向けた取組を支援します。 

 

②野菜 

   野菜を当市の中心作物と位置付け、消費者のニーズを踏まえ、地域の自

然・社会条件に適した品目を選定し、環境への負荷が少なく、付加価値の

高い有機栽培や特別栽培等の取組の拡大を図りながら、単一大規模経営

と多品目経営の双方の生産体制の構築を支援します。 

   また、施設野菜については、夏秋期の作型分化と作期の拡大による生    

  産振興を図りながら、冬期間の施設の有効利用による「冬野菜」の供給拡

大を促進します。 

   露地野菜については、省力化・軽労化技術の普及を図るとともに合理  

  的輪作体系の確立による高品質・安定生産を促進します。 

 

③果樹 

ワイン用ぶどう等の新たな品目、並びに優良品種への転換や園内整備

等を促進するとともに、消費者ニーズに対応した産地形成を支援します。 

 

④花き 

   消費・生産・輸入動向を的確に把握しながら、当市の気象条件を生か 

した品目・品種を選定し、生産の拡大を図ります。 

   また、安定的かつ高品質生産を図るため、施設を利用した周年栽培を促

進します。 
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なお、冬期については、低コスト生産体制の構築を促進します。 

 

⑤畑作物・特用作物 

   大豆を中心に、消費者の健康・安全志向の高まりを背景とした国産や有

機・特別栽培農産物等の需要が拡大傾向にあるほか、水田における土地利

用型農業の推進を図る上でも重要であることから、生産の団地化、土地利

用の集積、農業機械の導入や作業の共同化、基本技術の励行等により、生

産性、品質の向上及び生産コストの低減を促進し、国の米政策を利用しな

がら経営の安定を図ります。 

   また、葉たばこの廃作後については、ねぎ等の経営的に安定した品目の

生産を促進するとともに、ワイン用ぶどう等の新たな作物についても生

産を促進します。 

 

 (２)販売を基点とした農業生産の促進 

農産物の品質、安全・安心といったユーザーのニーズの変化に対応でき

る農業生産体制の構築を支援します。 

また、農産物のエンドユーザーを対象とする情報発信の機会を増大し、

買ってもらえる農産物のニーズの変化を継続的に探り、農業生産に関する

施策に反映させることにより、販売を基点とした農業生産を促進します。 
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（主な事業）                        

単位：千円 

事業名 事業概要 決算額 

農業新ブランド育成

事業 

◇「Let’s eat 八戸いちご親子スイーツづ

くり体験会」の開催 

・令和４年５月  

夏の親子スイーツづくり体験会の開催 

・令和５年２月  

春の親子スイーツづくり体験会の開催 

◇令和４年 11 月  

八戸いちごマルシェの開催 

◇令和４年７月  

八戸伝統野菜“糠塚きゅうり”の PR イベ

ント「八戸夏やさいマルシェ 22」の開催  

 

1,230 

環境保全型農業普及

促進事業 

◇環境保全型農業直接支払交付金（交付単

価：12,000 円/10a 又は 3,000 円/10a（国 

1/2、県 1/4、市 1/4））を交付。 

・交付対象者数：３団体 

・交付対象面積：3,913a 

・交 付 金 額：4,332,000 円  

(国 2,166,000 円) 

(県 1,083,000 円) 

(市 1,083,000 円) 

 

4,363 

経営所得安定対策直

接支払推進事業 

◇経営所得安定対策等の普及・推進 

・八戸市農業再生協議会 

補助金交付額 4,218,060 円 

 

8,813 

りんご緊急需給調整

対策事業補助金 

◇りんごの 12 月末在庫数量が一定量を上回

る場合又は災害等不測の事態により市場

価格が短期間で低下すると想定される場

合、生食用りんごを加工原料用又は輸出用

として仕向けた際の経費の一部を出荷団

体へ助成するための基金造成。 

※発動しなければ再造成不要。 

 

0 
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特産果樹産地育成ブ

ランド確立事業補助

金 

◇雨よけハウスの整備に対する補助 

 ・事業実施主体：１農業経営体 

 ・補助率：1/3 以内 

 ・事業内容：雨よけハウスの整備 

 ・事業費：332,057 円 

 ・補助金額：110,000 円 

 

110 

葉たばこ振興対策事

業補助金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇日本たばこ産業㈱の補助事業の補助残に

対する補助、集団利用機械の導入に対する

補助及び土壌消毒剤の購入に対する補助 

・補助率：日本たばこ産業㈱の補助事業の補

助残に対する補助 1/10 以内等、

集団利用機械の導入に対する補

助 1/3 以内、土壌消毒剤の購入に

対する補助 1/3 以内 

・事業実施主体：中沢たばこ耕作協力会 

・事業内容：バスアミド微粒剤（1,450kg） 

・事 業 費：1,960,770 円 

・補助金額： 653,000 円 

 

653 

特産そば産地形成奨

励金補助金 

◇そばのコンバインによる刈り取り（委託及

び自営）に対する補助 

・補助率：委託1/2以内（上限5,000円/10a）、

自営上限 5,000 円/10a 

・事業実施主体：荒谷そば生産組合等延べ 28

農業経営体 

・事業内容：刈取面積 10,315a 

・補助金額：5,157,500 円 

 

5,158 

農業者肥料高騰対策

支援金 

◇肥料の価格高騰分に対する支援金 

・補助率：1000 円/10a 

・申請者：119 農業経営体 

・交付対象面積：56,069a 

・交付金額：5,605,900 円 

 

5,606 
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南郷新規作物研究事

業 

 

 

 

 

◇八戸市南郷新規作物研究会議の開催 

・令和４年７月 

◇生産安定技術、病害虫防除技術等に関する

講習会の実施 ３回 

◇ワイン産業創出支援事業によるワイン用

ぶどう苗木の購入に対する補助（2,725

本） 

◇ワイン用ぶどう雨よけ施設等整備支援事

業による雨よけ施設等の整備に対する補

助（ビニール・垣根資材等） 

◇ワイナリーの醸造設備の購入に対する補

助（タンク等） 

◇ワインに関するセミナー等の開催  

・令和４年７月 八戸ワインフェスの開催 

・令和４年５月、令和４年 11 月 八戸ワイ

ン産業振興セミナーの開催 

・令和５年３月 オンライン八戸ワインカ

レッジの開催 

◇８base での八戸ワイン試飲販売会の開催 

・令和４年 10 月、12 月、２月 

◇株式会社ツムラとの薬用作物に関する共

同研究の実施 

 

10,082 

耕畜連携推進事業パ

ートナー制度 

◇家畜排せつ物を利用したたい肥・肥料等の

施用・管理方法に関する調査・研究を畜産

事業者と農業経営振興センターが共同で

実施。 

・パートナー事業者：1事業者 

・事業内容：ながいも栽培における堆肥の施

用効果の検討 

 

事務事

業費で

対応 

農業講座開催事業 

 

 

 

 

◇農業の生産性向上及び農業経営の安定に

資する講座の開催 

 ・開催日：７月 12 日、１月 12 日、２月６

日、２月８日 

 ・講座数：８講座（栽培技術３講座、土壌

１講座、鳥獣害対策２講座、気象１講座、

経営１講座） 

 ・受講者数：213 名 

134 
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土壌分析・改良事業 ◇農地土壌の分析及び土壌改良に関する支

援。 

・分析項目：pH、EC、硝酸態窒素、有効態リ

ン酸、リン酸吸収係数、塩基置

換容量、置換性カルシウム、置

換性マグネシウム、置換性カリ

ウム、水分 

・サンプル件数：752 件 

 

443 

 

植物組織培養事業 ◇主に、農業経営振興センター内で利用する

ウイルスフリー苗（いちご、デルフィニウ

ム等）の育成。 

 

野菜・花きの生産振

興に関する調査事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施設野菜） 

◇いちご 

・品種特性に関する調査 

◇トマト 

・促成栽培に関する品種比較調査 

・夏秋栽培に関する品種比較調査 

・抑制栽培に関する品種比較調査 

◇ミニトマト 

・促成栽培に関する品種比較調査 

・夏秋栽培に関する品種比較調査 

・抑制栽培に関する品種比較調査 

◇ほうれんそう 

・冬期間における品種比較調査 

 

（露地野菜） 

◇ねぎ 

・品種比較調査 

◇ピーマン 

・品種比較調査 

・施肥体系別収量調査 

・整枝方法別収量調査 

 

 

 

 

 

3,725 

 



- 13 - 

 

野菜・花きの生産振

興に関する調査事業

（続き） 

（花き） 

◇トルコギキョウ 

・7～8月出荷の品種比較調査 

・9月出荷の品種比較調査 

・赤色 LED 電照栽培技術調査（９月出荷） 

◇カンパニュラ 

・赤色 LED 電照栽培技術調査 

◇ディスバッドマム 

・８月出荷の品種比較調査 
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３ 発信型農業の促進 

 

（振興方策） 

 

(１)八戸農業のブランド力の創出 

   八戸伝統野菜として平成 24 年に選定した「糠塚きゅうり」及び「八戸食

用菊」については、生産の伝承及びブランド力の創出に努めるとともに、八

戸特産野菜として平成 24 年に選定した「八戸いちご」については、生産の

振興及びブランド力の向上を促進します。 

また、その他の農産物について、市内の生産量が多く、県内の他の地域  

においては生産量が少ない「ミニトマト」等については、市でブランド力の

向上に努め、他の県内全域で生産されている農産物については、全県的な取

組を促進します。 

 

(２)グリーン・ツーリズムの促進 

   グリーン・ツーリズムは、地域住民にとって自らの地域から資源を再発見

する機会であるとともに、交流人口の増加や新たな市場の形成によって女

性や高齢者の活躍する場面が創出される等多様な効果が期待できることか

ら、南郷地区のさくらんぼ、ブルーベリー、りんご、いちごの観光農園を主

なフィールドとするグリーン・ツーリズムを促進します。 

 

(３)地産地消の促進 

生産地であり消費地でもあるという社会条件を最大限に生かすため、市 

場流通を基本としながらも、直売所、朝市、夕市、農産物フェア、学校給食

等の多様な機会を生かした地産地消を促進するため、農産物の品目、数量の

拡大や販売力の強化を支援します。 

 

(４)旬産旬消の促進 

旬の時期に多く生産された地元農産物を旬の時期に消費する旬産旬消を

促進し、季節感を売りにした八戸農産物に対する市民の愛用意識を醸成し、

消費の拡大を図ります。 

 

(５)食育の推進 

   食を作り出す農業に対する理解の醸成を図るため、市民農園、農業体験学

習会、学童農園等を通じた取組を食農教育の一環として支援します。 

   なお、市民農園の整備については、ニーズに応じて開設方法等を検討し、

柔軟に対応します。 
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（主な事業）  

単位：千円 

事業名 事業概要 決算額 

農業新ブランド

育成事業（再掲） 

◇「Let’s eat 八戸いちご親子スイーツづくり

体験会」の開催 

・令和４年５月  

夏の親子スイーツづくり体験会の開催 

・令和５年２月  

春の親子スイーツづくり体験会の開催 

◇令和４年 11 月  

八戸いちごマルシェの開催 

◇令和４年７月  

八戸伝統野菜“糠塚きゅうり”の PR イベント

「八戸夏やさいマルシェ 22」の開催  

 

1,230 

「農業経営者の

育成に関する協

定」に基づく農業

者育成支援 (再

掲) 

 

◇八戸学院大学と締結した「農業経営者の育成

に関する協定」に基づく農業経営者育成支援

及び新たな農業経営手法の研究。 

 

事務事

業費で

対応 

観光農園振興事

業 

 

 

 

◇観光農園のＰＲやイベント等の開催に要する

経費に対する補助。 

・交付先 八戸市南郷観光農業振興会 

     会員数 11（個人 10、団体 1） 

・事業費  761,070 円 

・補助金額 300,000 円 

 

300 

グリーン・ツーリ

ズム対策事業 

◇農業観光資源の開発やＰＲ。 

 

 

事務事

業費で

対応 

市民農園事業 

 

 

 

 

 

 

 

◇農業に対する理解を深めてもらうことを目的

に農業経営振興センター内に開設。開設期間

は令和４年４月 17 日～令和４年 11 月 20 日。 

・開設実績 

小区画(33 ㎡)：107 区画、中区画(66 ㎡)：82

区画 

 

 

422 
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農業体験学習会

開催事業 

 

◇農業に対する理解を深めてもらうことを目的

に園児、小中学生等を対象に農業経営振興セ

ンター内で開催。主に、さつまいもの植え付け

及び収穫体験会等を実施。 

・実施回数 延べ 24 回 

・体験者数 延べ 574 名 

 

事務事

業費で

対応 

家庭菜園講習会

開催事業 

 

 

◇農業に対する理解を深めてもらうことを目的

に、主に家庭菜園初心者向けに農業経営振興

センターで開催。出前講習会も実施。 

【家庭菜園講習会】 

・開催回数 ２回（５月、３月） 

・受講者数 97 名 

 

事務事

業費で

対応 
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４ 他産業との連携による新たな価値の創出 

 

（振興方策） 

 

(１)他産業との連携による６次産業化の促進 

多様な産業の多様な業種が集積している当市の特徴を最大限に活用する

ため、八戸菓子商工業組合等の商工業団体との連携による６次産業化を促進

し、それぞれの強みを生かした新たな価値の創出を支援します。 

特に、「八戸いちご」等の優位性のある品目については、積極的に利用を

促進し、新たなスイーツの開発等の取組を支援します。 

 

(２)他産業との連携による域内消費の拡大 

それぞれのエンドユーザーに対して６次産業化の成果に関する情報を発

信することにより、域内消費を拡大し、それぞれの販路の多様化を促進しま

す。 

 

 

（主な事業）  

単位：千円 

事業名 事業概要 決算額 

農業新ブランド

育成事業（再掲） 

◇「Let’s eat 八戸いちご親子スイーツづくり

体験会」の開催 

・令和４年５月  

夏の親子スイーツづくり体験会の開催 

・令和５年２月  

春の親子スイーツづくり体験会の開催 

◇令和４年 11 月  

八戸いちごマルシェの開催 

◇令和４年７月  

八戸伝統野菜“糠塚きゅうり”の PR イベント

「八戸夏やさいマルシェ 22」の開催  

 

1,230 
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５ 持続的な農業生産環境の整備 

 

（振興方策） 

 

(１)農業生産を支える基盤の管理 

農業の安定的な生産と農業の有する多面的機能を支える基盤となる農地

の管理に向けた施策の実施により、優良農地の形成を図ります。 

 

(２)農地利用集積の促進 

地域毎の実情を踏まえながら、農地中間管理機構等を活用し、計画的に農

地の利用集積を図り、農地の集団性・連続性を確保することにより、生産コ

ストの低減による効率的かつ安定的な農業経営を促進します。 

 

(３)農業関係団体との連携の強化 

農業協同組合、農業共済組合、土地改良区等の農業関係団体については、

地域農業の要としての役割を担っていることから、緊密な連携を図り、農

業者への一元的な対応を図ります。 
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（主な事業） 

単位：千円 

事業名 事業概要 決算額 

中山間地域等直

接支払事業 

 

 

◇農業生産条件の不利な中山間地域の耕作放棄

の予防等のため、交付金を交付。 

・交付金対象者 18 団体 

・対象面積    1,611,547 ㎡ 

・交付額    13,333,046 円 

（国：5,523,672 円、県：3,904,679 円 

 市：3,904,695 円） 

 

13,333 

多面的機能支払

交付金 

 

 

◇農地・農業用施設等の保全管理活動を支援す

るため、交付金を交付。 

・交付金対象者 14 団体 

・対象面積   94,894a 

・交付額    20,815,552 円 

（国：10,407,776 円、県：5,203,888 円 

 市：5,203,888 円） 

 

20,816 

遊休農地解消活

動事業 

 

◇遊休農地の解消と発生防止のための農地パト

ロールの実施。 

 

事務事

業費で

対応 

 

農業経営基盤強

化促進事業 

 

◇農地利用集積を図るための利用権の設定及び

嘱託登記事務の実施。 

 

事務事

業費で

対応 

 

農地移動適正化

あっせん事業 

 

◇農地の売買等のあっせん及びあっせん制度に

関するＰＲの実施。 

 

事務事

業費で

対応 

 

農協との連携強

化事業 

 

◇営農指導担当者連絡会議等の開催による連携

の強化。 

 

事務事

業費で

対応 
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６ 八戸飼料穀物コンビナートや冷涼な気候を活かした畜産業の振興 

 

（振興方策） 

 

(１)畜産業の振興のための環境整備 

八戸飼料穀物コンビナートや冷涼な気候を活かした畜産業の振興を図る

ため、畜産施設に関する環境影響評価実施基準の緩和・見直しについて、関

係機関に検討を促すとともに、他の畜産振興に関する規制の緩和・見直しに

ついても関係機関等と連携して働きかけるほか、家畜伝染病に迅速に対応す

るため、関係機関との連携を密にし、実効ある防疫体制の構築に協力する等、

当市を含む県南地域の畜産業の振興のための環境整備を図ります。 

 

(２)耕畜連携の促進 

    家畜排せつ物を利用したたい肥・肥料等の施用による耕畜連携を促進し、

循環型農業を推進するとともに、家畜排せつ物のより一層の有効利用を図

るため、「耕畜連携推進事業パートナー制度」により、たい肥、肥料等の施

用・管理方法に関する調査・研究を市と畜産業経営者が共同で取り組みます。 

また、飼料自給率の向上、水田の有効活用を図るため、飼料用米の生産を

含む家畜排せつ物利用の資源循環型米生産体制の構築に向けた取組を支援

します。 
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（主な事業） 

単位：千円 

事業名 事業概要 決算額 

畜産振興事業 

 

◇畜産共進会への出品に要する経費負担。 

（新型コロナにより中止） 

 

0 

優良牛受精卵活

用促進事業 

◇高品質な肉用雌牛を利用した受精卵の生産・

移植に対する補助。 

・受精生産事業     ９回 

・受精卵移植推進事業  20 回 

 

524 

肉用牛地域内一

貫生産促進事業 

◇市内産子牛の導入・保留に要する経費に対す

る補助。 

・導入頭数 ０頭 

・保留頭数 １頭 

 

20 

畜産関連産業振

興事業 

◇「八戸地域畜産関連産業振興ビジョン」に基

づき、八戸市を含む八戸地域の畜産の振興及

び国内一大基地化を推進。 

 （新型コロナにより一部事業を中止） 

 

38 

耕畜連携推進事

業パートナー制

度（再掲） 

◇家畜排せつ物を利用したたい肥・肥料等の施

用・管理方法に関する調査・研究を畜産事業者

と農業経営振興センターが共同で実施。 

・パートナー事業者：1事業者 

・事業内容：ながいも栽培における堆肥の施用効

果の検討 

 

事務事

業費で

対応 
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７ 森林環境の整備 

 

（振興方策） 

 

(１)森林環境整備の促進 

森林施業に関する取組を支援するとともに、森林が持つ国土保全、水源

かん養、地球温暖化防止、生物多様性保全等の多面的機能の維持と環境美

化を図るため、間伐等を促進し、適切な森林環境の整備を推進します。 

 

(２)市民と森林のふれあいの場の提供 

    「市民の森不習岳」を市民の憩いの場として、より一層の活用を図るた

め、環境整備を推進するとともに円滑な管理運営に努め、森林を利用したレ

クリエーションを通じた森林への理解の醸成を図ります。 

 

(３)公共建築物等における木材利用の促進 

    一般の利用に供される公共建築物等に積極的に地元材を活用することに

より、公共建築物以外での木材利用の促進及び地域の林業・木材産業の活性

化を図り、森林の適正な整備・保全を促進します。 
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（主な事業） 

単位：千円 

事業名 事業概要 決算額 

除間伐等実施事

業 

 

 

 

◇森林組合が実施する除間伐等に対する補助。 

・事業対象者 ２団体 

・対象面積  72.39ha 

・事業費   41,282,546 円 

（国・県 68％、市５％以内、自己負担） 

 

2,063 

漆産業振興事業 ◇ウルシを計画的に植栽し、不足が懸念される

国産漆の安定供給を図るための支援。 

・植栽本数 3,180 本 

 

629 

市民の森施設改

修等事業 

 

 

◇施設の老朽化に伴う共益施設等の改修及び整

備。 

  

15,730 

 

公有林整備事業 

 

 

◇市民の森不習岳の除間伐作業。 

 

913 

 

公共建築物への

地元材の導入 

 

 

◇市公共建築物に地元材を積極的に利用し、市

民への木材利用の普及啓発を図る。 

 

事務事業

費で対応 
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８ 地域資源を活用した可能性の追求  

 

（振興方策） 

 

(１)食品加工業との連携 

食料品製造業との連携について、既存の取組の課題を探り、促進方策を引

き続き検討します。 

 

(２)グローバル化への対応 

農産物の海外販路について情報収集し、八戸港等を利用した農産物の輸

出方策について検討するとともに、ニーズに応じて、グローバルＧＡＰの取

得を促進します。 

グローバル化に関連する影響については、関係機関と連携を図りながら 

事前に対応を検討し、国の支援策を最大限に生かせる体制を構築しながら、

八戸農業の強化を図ります。 

 

 

（主な事業） 

単位：千円 

事業名 事業概要 決算額 

農業新ブランド

育成事業（再掲） 

◇「Let’s eat 八戸いちご親子スイーツづくり

体験会」の開催 

・令和４年５月  

夏の親子スイーツづくり体験会の開催 

・令和５年２月  

春の親子スイーツづくり体験会の開催 

◇令和４年 11 月  

八戸いちごマルシェの開催 

◇令和４年７月  

八戸伝統野菜“糠塚きゅうり”の PR イベント

「八戸夏やさいマルシェ 22」の開催  
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